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近年、長距離量子通信の実現に必要不可欠な

量子中継器を実現するデバイスとして、ダイヤ

モンド中の窒素空孔中心(以下 NV 中心)が注

目されている。量子中継は、遠隔のノード間で

もつれを生成し[1]、ノード内部でベル測定を行

うことでもつれの拡張ができるが、ベル測定を

行うまでに遠隔のもつれを保持しておく必要

がある。炭素核スピンは長いコヒーレンス時間

を持つことから、量子メモリとして有望である。

また、超伝導量子ビットのような異なる物理系

との接続のためには、ゼロ磁場下で行うことが

好ましい。 

これまで我々は、弱磁場をかけることによっ

て NV 中心近傍の複数の炭素核スピンのシング

ルショット測定、さらには２つの炭素核スピン

間のベル測定を実証してきた[2]。今回我々は、

実験セットアップを改良することにより、磁場

を排除した状態で炭素核スピンのシングルシ

ョット測定に成功した(Fig.(a))。さらに、この

シングルショット測定技術を駆使し、２つの炭

素核スピン間の２量子もつれ状態を生成し、こ

れをビット状態に変換することでゼロ磁場下

でのベル測定に成功した(Fig.(b))。本講演では、

これらの実験結果について詳細な議論を行う。 
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Fig. (a)Photon number distribution obtained by 

carbon nuclear spin single-shot measurement. 

(b)Population transition diagram for Bell state 

measurement between carbon nuclear spins. 
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